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　事業用トラックにおける飲酒運転事故件

数（図１）は、平成 24 年までは減少傾向に

ありましたが、近年再び増加しており、平

成 28 年には 37 件の事故が発生、過去９年

間で最悪の結果でした。

　令和元年は、飲酒運転（酒酔い運転及び

酒気帯び運転）及び飲酒運転による事故件

数のいずれも前年より増加し、「トラック事

業における総合安全プラン 2020」の目標で

ある「飲酒運転ゼロ」にはほど遠い状況です。

　事業用トラック運転者による飲酒運転は

反社会的行為であり、トラック運送業界の

社会的信頼性を著しく失墜させるばかりで

なく、これまで築き上げてきた、荷主はも

とより社会全体からの信頼関係をも根底か

ら崩壊させかねない悪質な行為です。

　トラック運送業界が一丸となって飲酒運

転根絶に向け取り組むことが最重要課題で

す。

　






